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　臥牛山は、高梁市街地の北側に位置し、あた
かも牛が臥しているように見えることからこの
名がつけられました。シラカシ・モミ・アベマ
キなどの大木が見られ、日本でも有数の植物・
昆虫・鳥類の宝庫です。一帯は臥牛山国有林
で、高梁川上流県立自然公園に指定されていま
す。

岡山県マスコットももっち
No.420.   2011.  11.  1

「臥牛山」（高梁市）の紹介
2011 国際森林年・日本のテーマは「森を歩く」です。
今回は中国自然歩道を歩いて自然と歴史を訪ねることができる山「臥牛山」を紹介します。
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森林の名称　臥牛山（がぎゅうざん）

ア ク セ ス　ＪＲ備中高梁駅から北へ約３㎞

標　　　高　約 480ｍ

　21 世紀に残したい日本の自然 100 選（1983 年）

　森の巨人たち 100 選「臥牛山のアベマキ」（2000 年）

　おかやまの自然百選（2002 年）

高梁川のほとりにそびえる臥牛山

　標高 430ｍに建つ備中松山城の天守は、国の
重要文化財で、現存天守を持つ山城としては最
も高い所にあります。
　この 10 月には、歴史と自然を巡る「臥牛山エ
コハイキング」が開催され、市内外からの参加
者たち約 40 名は、地元ＮＰＯ団体の案内で思い
思いに散策を楽しみました。

「臥牛山エコハイキング」で「森を歩く」
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林
地
残
材

の
含
水
率
は

八
○
％
以
上

あ
る
た
め
、

雨
水
が
か
か

ら
な
い
よ
う

波
板
で
屋
根

を
作
り
、
井

桁
状
に
積
み
重
ね
て
半
年
か
ら
一
年
か

け
て
天
然
乾
燥
さ
せ
、
原
木
の
状
態
で

三
○
％
以
下
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
間
伐
が
本
格
化
す
る
、
こ

れ
か
ら
年
度
末
に
向
け
て
原
木
の
収
集

を
本
格
化
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
の
チ
ッ
プ
出
荷
量

は
、
千
百
九
十
五
ト
ン
で
主
な
用
途
は

真
庭
市
庁
舎
や
市
内
民
間
会
社
の
ボ
イ

し
、
風
倒
木
の
伐
採
・
搬
出
や
チ
ッ
プ

化
の
実
証
実
験
な
ど
の
取
り
組
み
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
し

て
利
用
す
る
う
え
で
問
題
に
な
る
の

は
、
含
水
率
で
す
。
含
水
率
が
高
い
と

燃
料
と
し
て
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。

い
か
に
し
て
含
水
率
を
低
減
さ
せ
る

か
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

│
取
り
組
み
の
状
況
は
？

　
林
地
残
材
の
収
集
に
関
し
て
は
、
真

庭
地
域
に
十
二
箇
所
の
中
間
土
場
を
設

け
、
一
部
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
Ｏ
Ｂ
の
方
々

に
応
援
を
頂
き
な
が
ら
年
間
の
原
木
必

要
量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

燃
料
用
ピ
ン
チ
ッ
プ
を
生
産
し
て
お
り

出
荷
先
に
は
含
水
率
三
○
％
以
下
で
供

給
す
る
協
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

　は
じ
め
に

　
現
在
の
真
庭
森
林
組
合
は
、
平
成
十

七
年
四
月
、
美
甘
村
森
林
組
合
と
合
併

し
設
立
さ
れ
、
真
庭
市
（
旧
北
房
町
を

除
く
）
・
新
庄
村
の
民
有
林
五
万
九
千

㌶
を
事
業
エ
リ
ア
と
し
て
植
栽
か
ら
保

育
、
伐
採
・
搬
出
ま
で
の
森
林
資
源
の

循
環
リ
サ
イ

ク
ル
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。
活
動
状

況
に
つ
い

て
、
完
田
参

事
に
お
話
を

聞
き
ま
し

た
。

二

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

│
特
徴
の
あ
る
取
り
組
み
は
？

　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
林
地
残
材
に

よ
る
チ
ッ
プ
製
造
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

│
チ
ッ
プ
製
造
の
経
緯
は
？

　
平
成
十
九
年
度
に
（
独
）
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
略

称
：
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
補
助
事
業
を
活
用

特
集
【【
が
ん
ば
る
森
林
組
合
③
】

真
庭
森
林
組
合
の
紹
介

真
庭
普
及
指
導
区

完田　参事

林内に放置された林地残材

月田総合集積基地
（中間土場から集まった原木をチップ化している）

事

業

紹

介

造
林
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

燃料用ピンチップ

ラ
ー
燃
料
等
で
す
。

　
こ
の
林
地
残
材
の
搬
出
に
関
し
て
、

真
庭
市
よ
り
一
立
方
㍍
当
た
り
千
円
の

助
成
が
あ
り
、
間
伐
の
促
進
や
林
地
の

保
全
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

│
お
わ
り
に

　
林
地
残
材
が
化
石
燃
料
の
代
替
燃
料

と
し
て
有
効
利
用
さ
れ
、
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
真
庭
の
地
域
振
興
は
も
と
よ

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
循
環
型
社
会

が
構
築
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員
　
神
本
　
英
夫
）

と
に
よ
り
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
ら

れ
、
さ
ら
に
は
搬
出
材
積
に
応
じ
た

補
助
金
査
定
と
な
る
た
め
、
林
業
所

得
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

③
作
業
道
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
の
使

用
に
耐
え
る
丈
夫
で
簡
易
な
も
の

で
、
主
と
し
て
林
業
機
械
が
走
行
で

き
る
森
林
作
業
道
に
対
し
助
成
し
ま

す
。

三

　補
助
金
交
付
申
請

①
補
助
金
の
申
請
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

　
施
業
完
了
後
と
な
り
ま
す
。
　

②
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
森
林
所

　
有
者
、
森
林
組
合
、
林
業
事
業
体
等

　
は
従
来
ど
お
り
各
県
民
局
に
補
助
金

　
の
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

四

　お
わ
り
に

　
具
体
的
な
施
業
内
容
や
補
助
金
の
申

請
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の

県
民
局
森
林
整
備
課
、
も
し
く
は
地
域

森
林
課
、
地
元
の
森
林
組
合
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（

治
山
課
　
造
林
班
）

的
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
持
続
的
な
森

林
経
営
を
実
施
す
る
者
に
対
し
直
接
支

援
を
す
る
と
い
う
方
向
に
変
更
さ
れ
、

集
約
化
に
よ
る
計
画
的
な
施
業
実
施

や
、
林
内
路
網
の
整
備
に
よ
り
、
搬
出

間
伐
等
の
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

二

　補
助
の
し
く
み

①
新
植
、
下
刈
り
、
除
伐
等
に
つ
い
て

は
従
来
よ
り
施
業
の
要
件
が
緩
和
さ

れ
、
作
業
を
行
う
面
積
が
〇
・
一
㌶

以
上
の
も
の
が
補
助
対
象
と
な
り
ま

す
。

②
間
伐
や
更
新
伐
に
つ
い
て
は
、
当
面

森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
受
け
た
者

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
特
定
間
伐
等

促
進
計
画
に
お
け
る
特
定
間
伐
の
実

施
主
体
で
あ
る
こ
と
、
集
約
化
実
施

計
画
に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
、
間
伐
率
は
原
則
三
〇
％

以
上
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
一
申
請
ご

と
に
施
行
地
面
積
が
五
㌶
以
上
あ

り
、
か
つ
搬
出
材
積
が
一
㌶
当
た
り

一
〇
立
方
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と
等
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
森
林
所
有
者
の
方
々
が
隣
接
す
る
所

有
者
と
共
同
で
施
業
を
計
画
す
る
こ

　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
国
が
策
定

し
た
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
で

は
、
十
年
後
の
木
材
自
給
率
五
○
％
を

目
指
し
、
森
林
・
林
業
の
再
生
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
、
森
林
資
源
の
活

用
や
路
網
・
作
業
シ
ス
テ
ム
、
助
成
制

度
等
に
関
す
る
見
直
し
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
検
討
結
果
か
ら
、
造
林
事
業
に

お
い
て
は
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

本
年
度
か
ら
新
た
な
「
森
林
環
境
保
全

直
接
支
援
事
業
」
（
以
下
新
規
事
業
と

呼
ぶ
）
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一

　事
業
の
目
的

　
従
来
の
造
林
事
業
で
は
、
個
々
に
実

施
す
る
森
林
施
業
に
対
し
て
一
律
に
助

成
し
て
い
た
た
め
、
集
約
化
に
よ
る
、

計
画
的
な
施
業
や
路
網
の
整
備
が
進
み

に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
新
規
事
業
に
お
い
て
は
、
面

－２－－３－



平成 23 年 11 月 1 日 第 420 号り ん せ い 平成 23 年 11 月 1 日 第 420 号り ん せ い

　
林
地
残
材

の
含
水
率
は

八
○
％
以
上

あ
る
た
め
、

雨
水
が
か
か

ら
な
い
よ
う

波
板
で
屋
根

を
作
り
、
井

桁
状
に
積
み
重
ね
て
半
年
か
ら
一
年
か

け
て
天
然
乾
燥
さ
せ
、
原
木
の
状
態
で

三
○
％
以
下
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
間
伐
が
本
格
化
す
る
、
こ

れ
か
ら
年
度
末
に
向
け
て
原
木
の
収
集

を
本
格
化
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
の
チ
ッ
プ
出
荷
量

は
、
千
百
九
十
五
ト
ン
で
主
な
用
途
は

真
庭
市
庁
舎
や
市
内
民
間
会
社
の
ボ
イ

し
、
風
倒
木
の
伐
採
・
搬
出
や
チ
ッ
プ

化
の
実
証
実
験
な
ど
の
取
り
組
み
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
し

て
利
用
す
る
う
え
で
問
題
に
な
る
の

は
、
含
水
率
で
す
。
含
水
率
が
高
い
と

燃
料
と
し
て
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。

い
か
に
し
て
含
水
率
を
低
減
さ
せ
る

か
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

│
取
り
組
み
の
状
況
は
？

　
林
地
残
材
の
収
集
に
関
し
て
は
、
真

庭
地
域
に
十
二
箇
所
の
中
間
土
場
を
設

け
、
一
部
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
Ｏ
Ｂ
の
方
々

に
応
援
を
頂
き
な
が
ら
年
間
の
原
木
必

要
量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

燃
料
用
ピ
ン
チ
ッ
プ
を
生
産
し
て
お
り

出
荷
先
に
は
含
水
率
三
○
％
以
下
で
供

給
す
る
協
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

　は
じ
め
に

　
現
在
の
真
庭
森
林
組
合
は
、
平
成
十

七
年
四
月
、
美
甘
村
森
林
組
合
と
合
併

し
設
立
さ
れ
、
真
庭
市
（
旧
北
房
町
を

除
く
）
・
新
庄
村
の
民
有
林
五
万
九
千

㌶
を
事
業
エ
リ
ア
と
し
て
植
栽
か
ら
保

育
、
伐
採
・
搬
出
ま
で
の
森
林
資
源
の

循
環
リ
サ
イ

ク
ル
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。
活
動
状

況
に
つ
い

て
、
完
田
参

事
に
お
話
を

聞
き
ま
し

た
。

二

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

│
特
徴
の
あ
る
取
り
組
み
は
？

　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
林
地
残
材
に

よ
る
チ
ッ
プ
製
造
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

│
チ
ッ
プ
製
造
の
経
緯
は
？

　
平
成
十
九
年
度
に
（
独
）
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
略

称
：
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
補
助
事
業
を
活
用

特
集
【【
が
ん
ば
る
森
林
組
合
③
】

真
庭
森
林
組
合
の
紹
介

真
庭
普
及
指
導
区

完田　参事

林内に放置された林地残材

月田総合集積基地
（中間土場から集まった原木をチップ化している）

事

業

紹

介

造
林
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

燃料用ピンチップ

ラ
ー
燃
料
等
で
す
。

　
こ
の
林
地
残
材
の
搬
出
に
関
し
て
、

真
庭
市
よ
り
一
立
方
㍍
当
た
り
千
円
の

助
成
が
あ
り
、
間
伐
の
促
進
や
林
地
の

保
全
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

│
お
わ
り
に

　
林
地
残
材
が
化
石
燃
料
の
代
替
燃
料

と
し
て
有
効
利
用
さ
れ
、
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
真
庭
の
地
域
振
興
は
も
と
よ

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
循
環
型
社
会

が
構
築
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員
　
神
本
　
英
夫
）

と
に
よ
り
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
ら

れ
、
さ
ら
に
は
搬
出
材
積
に
応
じ
た

補
助
金
査
定
と
な
る
た
め
、
林
業
所

得
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

③
作
業
道
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
の
使

用
に
耐
え
る
丈
夫
で
簡
易
な
も
の

で
、
主
と
し
て
林
業
機
械
が
走
行
で

き
る
森
林
作
業
道
に
対
し
助
成
し
ま

す
。

三

　補
助
金
交
付
申
請

①
補
助
金
の
申
請
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

　
施
業
完
了
後
と
な
り
ま
す
。
　

②
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
森
林
所

　
有
者
、
森
林
組
合
、
林
業
事
業
体
等

　
は
従
来
ど
お
り
各
県
民
局
に
補
助
金

　
の
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

四

　お
わ
り
に

　
具
体
的
な
施
業
内
容
や
補
助
金
の
申

請
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の

県
民
局
森
林
整
備
課
、
も
し
く
は
地
域

森
林
課
、
地
元
の
森
林
組
合
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（

治
山
課
　
造
林
班
）

的
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
持
続
的
な
森

林
経
営
を
実
施
す
る
者
に
対
し
直
接
支

援
を
す
る
と
い
う
方
向
に
変
更
さ
れ
、

集
約
化
に
よ
る
計
画
的
な
施
業
実
施

や
、
林
内
路
網
の
整
備
に
よ
り
、
搬
出

間
伐
等
の
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

二

　補
助
の
し
く
み

①
新
植
、
下
刈
り
、
除
伐
等
に
つ
い
て

は
従
来
よ
り
施
業
の
要
件
が
緩
和
さ

れ
、
作
業
を
行
う
面
積
が
〇
・
一
㌶

以
上
の
も
の
が
補
助
対
象
と
な
り
ま

す
。

②
間
伐
や
更
新
伐
に
つ
い
て
は
、
当
面

森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
受
け
た
者

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
特
定
間
伐
等

促
進
計
画
に
お
け
る
特
定
間
伐
の
実

施
主
体
で
あ
る
こ
と
、
集
約
化
実
施

計
画
に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
、
間
伐
率
は
原
則
三
〇
％

以
上
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
一
申
請
ご

と
に
施
行
地
面
積
が
五
㌶
以
上
あ

り
、
か
つ
搬
出
材
積
が
一
㌶
当
た
り

一
〇
立
方
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と
等
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
森
林
所
有
者
の
方
々
が
隣
接
す
る
所

有
者
と
共
同
で
施
業
を
計
画
す
る
こ

　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
国
が
策
定

し
た
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
で

は
、
十
年
後
の
木
材
自
給
率
五
○
％
を

目
指
し
、
森
林
・
林
業
の
再
生
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
、
森
林
資
源
の
活

用
や
路
網
・
作
業
シ
ス
テ
ム
、
助
成
制

度
等
に
関
す
る
見
直
し
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
検
討
結
果
か
ら
、
造
林
事
業
に

お
い
て
は
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

本
年
度
か
ら
新
た
な
「
森
林
環
境
保
全

直
接
支
援
事
業
」
（
以
下
新
規
事
業
と

呼
ぶ
）
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一

　事
業
の
目
的

　
従
来
の
造
林
事
業
で
は
、
個
々
に
実

施
す
る
森
林
施
業
に
対
し
て
一
律
に
助

成
し
て
い
た
た
め
、
集
約
化
に
よ
る
、

計
画
的
な
施
業
や
路
網
の
整
備
が
進
み

に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
新
規
事
業
に
お
い
て
は
、
面

－２－－３－
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の
残
る
感
じ
で
し
た
が
、
質
問
に
対
し

て
は
キ
チ
ン
と
回
答
さ
れ
、
意
志
の
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
現
場
に
も
同
行
し
ま
し
た
が
、
刈
払

機
の
刈
刃
の
目
立
て
な
ど
に
取
り
組
む

表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。
下
刈
り

も
先
輩
の
作
業
員
に
は
か
な
わ
な
い
ま

で
も
丁
寧
に
作
業
を
進
め
て
お
り
、
一

つ
一
つ
の
作
業
を
と
お
し
て
多
く
の
事

を
学
び
吸
収
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

し
た
。

　
今
後
と
も
周
り
の
期
待
に
こ
た
え
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（

林
業
普
及
指
導
員
　
檜
尾
彰
久
）

○
約
半
年
働
い
た
現
在
の
感
想
は
？

　
職
場
体
験
で
分
か
っ
て
い
た
つ
も
り

で
す
が
、
実
際
の
現
場
作
業
は
想
像
以

上
に
キ
ツ
イ
仕
事
で
し
た
。
で
も
、
作

業
の
終
わ
っ
た
現
場
を
見
る
と
清
々
し

く
達
成
感
が
あ
り
ま
す
よ
。
班
内
も
話

し
や
す
い
雰
囲
気
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
良
く
と
れ
て
い
ま
す
。

○
将
来
の
目
標
は
？

　
一
日
で
も
早
く
現
場
で
の
段
取
り
や

作
業
技
術
を
覚
え
て
、
班
長
さ
ん
の
よ

う
に
周
り
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な

り
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
木
材
の
搬
出
や
重
機
の
運
搬

も
で
き
る
よ
う
に
大
型
車
の
免
許
を
取

得
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
職
場
か
ら
一
言

　
面
接
を
行
い
、
上
原
君
の
人
柄
や
地

元
へ
の
就
職
の
強
い
希
望
等
を
考
慮

し
、
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。

　
高
校
か
ら
の
卒
業
生
を
採
用
す
る
の

は
久
し
ぶ
り
の
こ
と
で
、
当
面
は
現
場

の
経
験
を
積
ん
で
も
ら
い
、
作
業
内
容

を
理
解
し
て
か
ら
、
事
務
的
な
業
務
に

も
従
事
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
将
来
森
林
組
合
を
担
う
職
員
と
し

て
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
取
材
を
終
え
て

　
上
原
さ
ん
の
第
一
印
象
は
、
屈
託
の

な
い
明
る
い
笑
顔
で
ま
だ
あ
ど
け
な
さ

○
現
在
の
仕
事
の
内
容
は
？

　
現
在
、
森
林
組
合
の
作
業
隊
に
は
、

造
林
班
が
二
班
と
林
産
班
が
一
班
あ

り
、
私
は
造
林
班
で
下
刈
り
や
測
量
な

ど
の
現
場
作
業
を
主
に
行
っ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
間
伐
等
の
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
う
作
業
は
ま
だ
経
験
し
て

い
ま
せ
ん
。
（
ま
だ
、
さ
せ
て
も
ら
え

な
い
！
）
就
職
当
初
は
、
年
齢
の
離
れ

た
作
業
員
の
方
々
の
中
で
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
作
業
班
の
班
長
や
周
り

の
皆
さ
ん
が
優
し
く
話
し
か
け
て
下
さ

り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
気
軽
に
聞
く

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

刈
払
機
の
目
立
て
が
上
達
し
た
と
ほ
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
、

「
緑
の
雇
用
」
で
も
、
技
術
や
安
全
に

つ
い
て
基
本
的
な
部
分
を
勉
強
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
事
務
的
な
仕
事
も
少

し
ず
つ
覚
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

○
森
林
組
合
に
就
職
し
た
動
機
は
？

　
今
年
の

春
に
岡
山

県
立
勝
間

田
高
等
学

校
グ
リ
ー

ン
環
境
科

を
卒
業

し
、
学
校

推
薦
を
受

け
て
森
林

組
合
へ
就
職
し
ま
し
た
。
奈
義
町
森
林

組
合
を
就
職
先
と
し
て
希
望
し
た
理
由

は
、
高
校
在
学
中
の
職
場
体
験
先
が
奈

義
町
森
林
組
合
で
、
山
で
実
際
に
枝
打

ち
や
小
径
木
の
伐
倒
作
業
を
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
あ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
奈
義
町
へ

何
か
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
決
め
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん｢

自
宅
か
ら
近
い｣

と
い

う
こ
と
も
大
き
な
理
由
で
す
。

を
行
う
な
ど
し
て
常
に
利
用
で
き
る
よ

う
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
四
）
マ
ツ
タ
ケ
等
発
生
環
境
の
整
備

　
当
会
発
足
の
目
的
で
あ
る
マ
ツ
タ
ケ

の
増
殖
に
つ
い
て
、
除
間
伐
、
林
内
清

掃
等
の
発
生
環
境
整
備
に
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
暮
田
地
区
で
は
、
平
成
十
三

年
度
よ
り
県
森
林
研
究
所
の
指
導
を
受

け
、
ホ
ン
シ
メ
ジ
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
枯
松
伐
採
、
林
内
清
掃
及
び

ホ
ン
シ
メ
ジ
菌
を
感
染
さ
せ
た
松
苗
木

の
植
栽
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

三

　お
わ
り
に

　
当
普
及
指
導
区
で
は
、
岡
山
県
の
木

で
あ
る
「
ア
カ
マ
ツ
」
を
松
く
い
虫
の

被
害
か
ら
守
り
、
抵
抗
性
マ
ツ
の
植
栽

を
続
け
て
い
る
「
赤
松
林
を
保
全
す
る

会
」
を
こ
れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　（
林
業
普
及
指
導
員
　
黒
田
尚
道
）

激
し
い
箇
所
に
つ
い
て
、
適
正
な
保
護
管

理
の
た
め
伐
倒
駆
除
を
自
主
的
に
実
施

し
て
お
り
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、
約

百
六
○
立
方
㍍
実
施
し
ま
し
た
。

（
二
）
抵
抗
性
マ
ツ
の
植
栽
推
進

　
松
林
再
生
の
た
め
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
松
く
い
虫
被
害
激
甚
地
に
お
い
て
、

マ
ツ
枯
れ
の
主
な
原
因
と
さ
れ
て
い
る
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
対
し
て
抵
抗
性

の
あ
る
「
桃
太
郎
マ
ツ
」
の
植
栽
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に

約
四
○
㌶
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
植
栽
後
五
年
間
は
、
健
全
な
松

林
育
成
の
た
め
、
下
刈
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

（
三
）
作
業
道
の
管
理

　
地
区
内
の
各
地
に
は
森
林
管
理
の
目

的
で
作
業
道
が
多
数
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
大
雨
等
で
通
行
に
支
障
が
生
じ

た
時
は
会
員
が
相
互
に
協
力
し
て
補
修

一

　は
じ
め
に

　
岡
山
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
赤
磐

市
旧
吉
井
町
は
林
野
率
七
二
％
で
、
松

林
保
全
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
そ
の
割

合
は
二
〇
％
と
今
な
お
重
要
な
森
林
資

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
の
中
心
と
な
る
塩
木
、
暮

田
、
光
木
、
戸
津
野
地
区
に
は
「
赤
松

林
を
保
全
す
る
会
」
が
あ
り
、
ア
カ
マ

ツ
林
の
保
全
及
び
地
域
の
特
産
物
と
し

て
産
出
さ
れ
る
マ
ツ
タ
ケ
の
生
産
に
努

め
る
こ
と
に
よ
る
山
林
資
源
の
有
効
な

活
用
並
び
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
四
年
十
二

月
八
日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
数
は
、
百
三
十
二
名
で
、
発
足

来
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
今
も
積

極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
紹

介
し
ま
す
。

二

　内

　容

（
一
）
伐
倒
駆
除
の
推
進

　
平
成
四
年
度
よ
り
塩
木
、
暮
田
、
光

木
、
戸
津
野
地
区
の
松
く
い
虫
被
害
の

赤
磐
市
旧
吉
井
町
に
お
け
る

松
林
保
全
と
抵
抗
性
マ
ツ
植
栽
の
取
組

赤
磐
市
旧
吉
井
町
に
お
け
る

松
林
保
全
と
抵
抗
性
マ
ツ
植
栽
の
取
組

普
及
情
報

普
及
指
導
最
前
線

「
こ
の
人
に
聞
く
！
」

普
及
指
導
最
前
線

「
こ
の
人
に
聞
く
！
」

普
及
指
導
最
前
線

「
こ
の
人
に
聞
く
！
」

上
原
和
明
さ
ん
（
十
八
歳
）

奈
義
町
森
林
組
合

６

う
え
は
ら
か
ず
あ
き東

備
普
及
指
導
区

－４－－５－
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の
残
る
感
じ
で
し
た
が
、
質
問
に
対
し

て
は
キ
チ
ン
と
回
答
さ
れ
、
意
志
の
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
現
場
に
も
同
行
し
ま
し
た
が
、
刈
払

機
の
刈
刃
の
目
立
て
な
ど
に
取
り
組
む

表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。
下
刈
り

も
先
輩
の
作
業
員
に
は
か
な
わ
な
い
ま

で
も
丁
寧
に
作
業
を
進
め
て
お
り
、
一

つ
一
つ
の
作
業
を
と
お
し
て
多
く
の
事

を
学
び
吸
収
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

し
た
。

　
今
後
と
も
周
り
の
期
待
に
こ
た
え
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（

林
業
普
及
指
導
員
　
檜
尾
彰
久
）

○
約
半
年
働
い
た
現
在
の
感
想
は
？

　
職
場
体
験
で
分
か
っ
て
い
た
つ
も
り

で
す
が
、
実
際
の
現
場
作
業
は
想
像
以

上
に
キ
ツ
イ
仕
事
で
し
た
。
で
も
、
作

業
の
終
わ
っ
た
現
場
を
見
る
と
清
々
し

く
達
成
感
が
あ
り
ま
す
よ
。
班
内
も
話

し
や
す
い
雰
囲
気
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
良
く
と
れ
て
い
ま
す
。

○
将
来
の
目
標
は
？

　
一
日
で
も
早
く
現
場
で
の
段
取
り
や

作
業
技
術
を
覚
え
て
、
班
長
さ
ん
の
よ

う
に
周
り
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な

り
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
木
材
の
搬
出
や
重
機
の
運
搬

も
で
き
る
よ
う
に
大
型
車
の
免
許
を
取

得
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
職
場
か
ら
一
言

　
面
接
を
行
い
、
上
原
君
の
人
柄
や
地

元
へ
の
就
職
の
強
い
希
望
等
を
考
慮

し
、
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。

　
高
校
か
ら
の
卒
業
生
を
採
用
す
る
の

は
久
し
ぶ
り
の
こ
と
で
、
当
面
は
現
場

の
経
験
を
積
ん
で
も
ら
い
、
作
業
内
容

を
理
解
し
て
か
ら
、
事
務
的
な
業
務
に

も
従
事
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
将
来
森
林
組
合
を
担
う
職
員
と
し

て
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
取
材
を
終
え
て

　
上
原
さ
ん
の
第
一
印
象
は
、
屈
託
の

な
い
明
る
い
笑
顔
で
ま
だ
あ
ど
け
な
さ

○
現
在
の
仕
事
の
内
容
は
？

　
現
在
、
森
林
組
合
の
作
業
隊
に
は
、

造
林
班
が
二
班
と
林
産
班
が
一
班
あ

り
、
私
は
造
林
班
で
下
刈
り
や
測
量
な

ど
の
現
場
作
業
を
主
に
行
っ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
間
伐
等
の
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
う
作
業
は
ま
だ
経
験
し
て

い
ま
せ
ん
。
（
ま
だ
、
さ
せ
て
も
ら
え

な
い
！
）
就
職
当
初
は
、
年
齢
の
離
れ

た
作
業
員
の
方
々
の
中
で
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
作
業
班
の
班
長
や
周
り

の
皆
さ
ん
が
優
し
く
話
し
か
け
て
下
さ

り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
気
軽
に
聞
く

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

刈
払
機
の
目
立
て
が
上
達
し
た
と
ほ
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
、

「
緑
の
雇
用
」
で
も
、
技
術
や
安
全
に

つ
い
て
基
本
的
な
部
分
を
勉
強
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
事
務
的
な
仕
事
も
少

し
ず
つ
覚
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

○
森
林
組
合
に
就
職
し
た
動
機
は
？

　
今
年
の

春
に
岡
山

県
立
勝
間

田
高
等
学

校
グ
リ
ー

ン
環
境
科

を
卒
業

し
、
学
校

推
薦
を
受

け
て
森
林

組
合
へ
就
職
し
ま
し
た
。
奈
義
町
森
林

組
合
を
就
職
先
と
し
て
希
望
し
た
理
由

は
、
高
校
在
学
中
の
職
場
体
験
先
が
奈

義
町
森
林
組
合
で
、
山
で
実
際
に
枝
打

ち
や
小
径
木
の
伐
倒
作
業
を
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
あ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
奈
義
町
へ

何
か
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
決
め
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん｢

自
宅
か
ら
近
い｣

と
い

う
こ
と
も
大
き
な
理
由
で
す
。

を
行
う
な
ど
し
て
常
に
利
用
で
き
る
よ

う
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
四
）
マ
ツ
タ
ケ
等
発
生
環
境
の
整
備

　
当
会
発
足
の
目
的
で
あ
る
マ
ツ
タ
ケ

の
増
殖
に
つ
い
て
、
除
間
伐
、
林
内
清

掃
等
の
発
生
環
境
整
備
に
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
暮
田
地
区
で
は
、
平
成
十
三

年
度
よ
り
県
森
林
研
究
所
の
指
導
を
受

け
、
ホ
ン
シ
メ
ジ
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
枯
松
伐
採
、
林
内
清
掃
及
び

ホ
ン
シ
メ
ジ
菌
を
感
染
さ
せ
た
松
苗
木

の
植
栽
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

三

　お
わ
り
に

　
当
普
及
指
導
区
で
は
、
岡
山
県
の
木

で
あ
る
「
ア
カ
マ
ツ
」
を
松
く
い
虫
の

被
害
か
ら
守
り
、
抵
抗
性
マ
ツ
の
植
栽

を
続
け
て
い
る
「
赤
松
林
を
保
全
す
る

会
」
を
こ
れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　（
林
業
普
及
指
導
員
　
黒
田
尚
道
）

激
し
い
箇
所
に
つ
い
て
、
適
正
な
保
護
管

理
の
た
め
伐
倒
駆
除
を
自
主
的
に
実
施

し
て
お
り
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、
約

百
六
○
立
方
㍍
実
施
し
ま
し
た
。

（
二
）
抵
抗
性
マ
ツ
の
植
栽
推
進

　
松
林
再
生
の
た
め
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
松
く
い
虫
被
害
激
甚
地
に
お
い
て
、

マ
ツ
枯
れ
の
主
な
原
因
と
さ
れ
て
い
る
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
対
し
て
抵
抗
性

の
あ
る
「
桃
太
郎
マ
ツ
」
の
植
栽
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に

約
四
○
㌶
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
植
栽
後
五
年
間
は
、
健
全
な
松

林
育
成
の
た
め
、
下
刈
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

（
三
）
作
業
道
の
管
理

　
地
区
内
の
各
地
に
は
森
林
管
理
の
目

的
で
作
業
道
が
多
数
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
大
雨
等
で
通
行
に
支
障
が
生
じ

た
時
は
会
員
が
相
互
に
協
力
し
て
補
修

一

　は
じ
め
に

　
岡
山
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
赤
磐

市
旧
吉
井
町
は
林
野
率
七
二
％
で
、
松

林
保
全
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
そ
の
割

合
は
二
〇
％
と
今
な
お
重
要
な
森
林
資

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
の
中
心
と
な
る
塩
木
、
暮

田
、
光
木
、
戸
津
野
地
区
に
は
「
赤
松

林
を
保
全
す
る
会
」
が
あ
り
、
ア
カ
マ

ツ
林
の
保
全
及
び
地
域
の
特
産
物
と
し

て
産
出
さ
れ
る
マ
ツ
タ
ケ
の
生
産
に
努

め
る
こ
と
に
よ
る
山
林
資
源
の
有
効
な

活
用
並
び
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
四
年
十
二

月
八
日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
数
は
、
百
三
十
二
名
で
、
発
足

来
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
今
も
積

極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
紹

介
し
ま
す
。

二

　内

　容

（
一
）
伐
倒
駆
除
の
推
進

　
平
成
四
年
度
よ
り
塩
木
、
暮
田
、
光

木
、
戸
津
野
地
区
の
松
く
い
虫
被
害
の

赤
磐
市
旧
吉
井
町
に
お
け
る

松
林
保
全
と
抵
抗
性
マ
ツ
植
栽
の
取
組

赤
磐
市
旧
吉
井
町
に
お
け
る

松
林
保
全
と
抵
抗
性
マ
ツ
植
栽
の
取
組
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及
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及
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真
っ
直
ぐ
に
当
て
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
と
作
業
中
の
姿
勢
が
正
し
く

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
が
グ
ラ
グ
ラ
し
た
状
態
で
は
、
安

定
し
て
研
ぐ
こ
と
が
難
し
く
、
無
理
な

姿
勢
で
は
ヤ
ス
リ
を
正
確
に
刃
に
当
て

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ヤ
ス
リ
を

持
っ
た
腕
が
水
平
に
な
る
位
置
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
固
定
し
、
脇
を
締
め

た
状
態
で
ヤ
ス
リ
を
ま
っ
す
ぐ
に
動
か

す
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。
初
心
者
に
は

目
立
て
用
の
ゲ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
を
適
正
に

行
う
こ
と
は
、
作
業
を
効
率
的
に
行
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
振
動
障
害
を
防

止
し
、
身
体
へ
の
疲
労
を
軽
減
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
自
身
を
労
働
災
害
か

ら
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

（
普
及
推
進
課
　
林
業
普
及
推
進
班
）

て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
使
用
し
て
い
る
ソ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
種
類
及
び
上
刃
、
横
刃
目
立
て

角
、
上
刃
切
削
角
を
確
認
し
、
適
正
な

角
度
で
目
立
て
を
行
う
こ
と
で
す
。
な

お
、
目
立
て
を
行
う
際
、
横
刃
の
形
を

フ
ッ
ク
型
や
バ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
型
に
な

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
左
右
の
カ
ッ
タ
ー
の

長
さ
、
形
を
揃
え
る
こ
と
や
デ
プ
ス

ゲ
ー
ジ
の
高
さ
を
適
正
に
調
整
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
実
際
の
目
立
て
作
業
を
行
う
上
で
極

め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
ヤ
ス
リ
を

が
、
使
用
後
、
し
っ
か
り
と
清
掃
す
る

こ
と
で
、
そ
の
寿
命
を
大
幅
に
長
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
方
法
と
し
て
は
、
エ
ア
ー
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
等
に
よ
り
、
本
体
や
バ
ー
な

ど
に
付
着
し
た
木
屑
や
汚
れ
を
落
と
し

て
か
ら
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
外
装
を
外

し
て
い
き
ま
す
。
内
部
で
重
点
的
に
清

掃
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
エ

ア
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
と
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
の

回
り
で
す
。
こ
れ
ら
が
目
詰
ま
り
す
る

と
エ
ン
ジ
ン
の
不
調
の
原
因
に
な
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
故

障
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
お
、
長
期
間
使
用
し
な
い
と
き

は
、
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
を
抜
き

取
っ
て
、
乾
燥
し
た
冷
暗
な
場
所
で
保

管
し
て
お
き
ま
す
。

三

　ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
い
て
、
切

れ
味
が
悪
い
、
切
り
曲
が
り
が
あ
る
、

木
口
面
が
平
滑
で
な
い
、
燃
料
を
食
い

過
ぎ
る
、
振
動
が
激
し
い
と
い
っ
た
症

状
が
あ
る
と
き
は
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目

立
て
が
悪
く
な
っ
て
い
る
と
き
で
す
。

　
目
立
て
で
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
ピ
ッ
チ
に
適
合
し
た

太
さ
の
ヤ
ス
リ
を
使
う
こ
と
で
す
。

誤
っ
た
太
さ
で
は
、
ど
ん
な
ベ
テ
ラ
ン

で
も
上
手
に
研
ぐ
こ
と
は
困
難
に
な
っ

■
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
■

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
山
仕
事
に
は
欠
か

せ
な
い
道
具
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時

期
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
う
機
会
が
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

一

　チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
な
取
扱
い

　
安
全
な
伐
倒
・
造
材
作
業
の
た
め
に

は
服
装
と
防
護
具
が
大
切
で
す
。

　
最
近
で
は
振
動
障
害
を
予
防
す
る
た

め
の
防
振
手
袋
や
安
全
に
作
業
す
る
た

め
の
作
業
用
防
護
衣
を
義
務
づ
け
て
い

る
林
業
事
業
体
等
も
あ
り
ま
す
。

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
は
各
種
安
全
装
置

が
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
ハ
ン
ド
ル

の
前
部
に
は
枝
の
飛
び
跳
ね
等
か
ら
手

を
守
る
ハ
ン
ド
ガ
ー
ド
や
キ
ッ
ク
バ
ッ

ク
が
起
き
た
際
に
作
動
す
る
チ
ェ
ー
ン

ブ
レ
ー
キ
、
後
ろ
ハ
ン
ド
ル
に
あ
る
ス

ロ
ッ
ト
ル
ロ
ッ
ク
レ
バ
ー
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
箇
所
、
機
能
を
し
っ
か
り
と

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

二

　チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
基
本
的
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
常
に

木
屑
や
オ
イ
ル
に
ま
み
れ
て
過
酷
な
使

い
方
を
さ
れ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
す

山
仕
事
の
道
具
③

ヤスリの太さ上刃目立て角   横刃目立て角

目立てアイテム

①
鍋
に
だ
し
汁
を
沸
か
し
、
し
め
じ
、

え
の
き
茸
及

び
し
い
た
け

を
加
え
る
。

②
火
が
通
っ

た
ら
、
塩
・

し
ょ
う
ゆ
で

味
を
と
と
の

え
て
、
長
ネ

ギ
を
加
え
、

ゆ
ず
を
少
し

入
れ
る
。

　
過
去
の
「
林
声
」
を
見
て
い
る
と
き

に
目
に
と
ま
っ
た
写
真
や
記
事
で
す
。

見
覚
え
の
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
っ
と
煮

て
、
ざ
る

に
あ
げ
、

煮
汁
と
具

に
分
け
て

お
く
。

②
も
ち
米

と
麦
を
ざ

る
に
上
げ
、

水
気
を
切

る
。
こ
れ
に
具
を
混
ぜ
蒸
し
器
で
三
○

分
ほ
ど
蒸
す
。

③
広
い
器
に
蒸
し
布
の
ま
ま
取
り
出
し

て
、
煮
汁
を
む
ら
な
く
か
け
て
、
ふ
ん

わ
り
と
混
ぜ
、
蒸
し
器
に
戻
し
十
五
分

ほ
ど
蒸
す
。

④
器
に
盛
り
つ
け
、
さ
や
い
ん
げ
ん
を

彩
り
よ
く
の
せ
る
。

　
山
の
秋
の
味
覚
と
い
え
ば
栗
と
キ
ノ

コ
類
。
今
回
は
「
食
欲
の
秋
」
を
十
分

に
満
た
し
て
く
れ
る
料
理
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

①
鍋
に
油
を
熱
し
、
鶏
肉
を
炒
め
、
A

を
加
え
て
さ
ら
に
炒
め
る
。
B
を
加
え

山
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
紹
介

今
回
の
料
理
は
「
真
庭
優
良
木

材
品
評
会
」
会
場
で
富
原
婦
人

林
研
ク
ラ
ブ
に
よ
り
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

山
菜
お
こ
わ

材料（４人分）
もち米　４合
洗って１昼夜水に浸しておく
麦　0.5合
30分ほど水に浸しておく
鶏肉　80ｇ
小さく切っておく
人参　80ｇ
小さめのいちょう切りにする
栗　300ｇ
渋皮をむき天日にあてる
さやいんげん　40ｇ
塩ゆでし、斜め細切り

油　大さじ１
ごぼう　80ｇ
小さくささがきにする
干ししいたけ　15ｇ
水でもどして、1.5㎝の
せん切りにする　　　　
油揚げ　１枚
1.5㎝のせん切りにする
水　　　　1/2カップ
みりん　　小さじ２
砂糖　　　大さじ１
しょうゆ　大さじ１
塩　　　　小さじ１

『
林
声
』
六
十
年

マツタケの環境発生
（久米南町マツタケ増殖試験地）（Ｓ42.10.1　№152 号　より）

ツリーラックによる間伐材の搬出
（Ｓ57.11.1　№246 号　より）

岡山県林業祭ミス“ミドリ”のパレード
（Ｓ39.5.1　№123 号　より）

Ａ

B

キ
ノ
コ
汁

材料（４人分）
しめじ　60ｇ
石づきをとり、そのままほぐす
えのき茸　30ｇ
石づきをとり、半分に切る
しいたけ　30ｇ
石づきをとり、小さく切る
豆腐　1/4ヶ
ちくわ　半分
縦半分にきり、扇形に切る
長ネギ　15ｇ
ゆず　少々
だし汁　800ml
塩、しょうゆ　少々

※
だ
し
汁
は
鍋
に
昆
布
10
㎝
角
１
枚
）と
水（
４
カ
ッ
プ
）を
注
ぎ
、

   

弱
火
で
加
熱
し
、煮
立
つ
前
に
昆
布
を
と
り
だ
す
。

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

（Ｓ57.9.1　№245 号　より）

（Ｓ57.7.1　№244 号　より）

－６－－７－
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真
っ
直
ぐ
に
当
て
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
と
作
業
中
の
姿
勢
が
正
し
く

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
が
グ
ラ
グ
ラ
し
た
状
態
で
は
、
安

定
し
て
研
ぐ
こ
と
が
難
し
く
、
無
理
な

姿
勢
で
は
ヤ
ス
リ
を
正
確
に
刃
に
当
て

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ヤ
ス
リ
を

持
っ
た
腕
が
水
平
に
な
る
位
置
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
固
定
し
、
脇
を
締
め

た
状
態
で
ヤ
ス
リ
を
ま
っ
す
ぐ
に
動
か

す
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。
初
心
者
に
は

目
立
て
用
の
ゲ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
を
適
正
に

行
う
こ
と
は
、
作
業
を
効
率
的
に
行
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
振
動
障
害
を
防

止
し
、
身
体
へ
の
疲
労
を
軽
減
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
自
身
を
労
働
災
害
か

ら
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

（
普
及
推
進
課
　
林
業
普
及
推
進
班
）

て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
使
用
し
て
い
る
ソ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
種
類
及
び
上
刃
、
横
刃
目
立
て

角
、
上
刃
切
削
角
を
確
認
し
、
適
正
な

角
度
で
目
立
て
を
行
う
こ
と
で
す
。
な

お
、
目
立
て
を
行
う
際
、
横
刃
の
形
を

フ
ッ
ク
型
や
バ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
型
に
な

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
左
右
の
カ
ッ
タ
ー
の

長
さ
、
形
を
揃
え
る
こ
と
や
デ
プ
ス

ゲ
ー
ジ
の
高
さ
を
適
正
に
調
整
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
実
際
の
目
立
て
作
業
を
行
う
上
で
極

め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
ヤ
ス
リ
を

が
、
使
用
後
、
し
っ
か
り
と
清
掃
す
る

こ
と
で
、
そ
の
寿
命
を
大
幅
に
長
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
方
法
と
し
て
は
、
エ
ア
ー
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
等
に
よ
り
、
本
体
や
バ
ー
な

ど
に
付
着
し
た
木
屑
や
汚
れ
を
落
と
し

て
か
ら
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
外
装
を
外

し
て
い
き
ま
す
。
内
部
で
重
点
的
に
清

掃
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
エ

ア
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
と
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
の

回
り
で
す
。
こ
れ
ら
が
目
詰
ま
り
す
る

と
エ
ン
ジ
ン
の
不
調
の
原
因
に
な
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
故

障
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
お
、
長
期
間
使
用
し
な
い
と
き

は
、
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
を
抜
き

取
っ
て
、
乾
燥
し
た
冷
暗
な
場
所
で
保

管
し
て
お
き
ま
す
。

三

　ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
い
て
、
切

れ
味
が
悪
い
、
切
り
曲
が
り
が
あ
る
、

木
口
面
が
平
滑
で
な
い
、
燃
料
を
食
い

過
ぎ
る
、
振
動
が
激
し
い
と
い
っ
た
症

状
が
あ
る
と
き
は
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目

立
て
が
悪
く
な
っ
て
い
る
と
き
で
す
。

　
目
立
て
で
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
ピ
ッ
チ
に
適
合
し
た

太
さ
の
ヤ
ス
リ
を
使
う
こ
と
で
す
。

誤
っ
た
太
さ
で
は
、
ど
ん
な
ベ
テ
ラ
ン

で
も
上
手
に
研
ぐ
こ
と
は
困
難
に
な
っ

■
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
■

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
山
仕
事
に
は
欠
か

せ
な
い
道
具
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時

期
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
う
機
会
が
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

一

　チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
な
取
扱
い

　
安
全
な
伐
倒
・
造
材
作
業
の
た
め
に

は
服
装
と
防
護
具
が
大
切
で
す
。

　
最
近
で
は
振
動
障
害
を
予
防
す
る
た

め
の
防
振
手
袋
や
安
全
に
作
業
す
る
た

め
の
作
業
用
防
護
衣
を
義
務
づ
け
て
い

る
林
業
事
業
体
等
も
あ
り
ま
す
。

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
は
各
種
安
全
装
置

が
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
ハ
ン
ド
ル

の
前
部
に
は
枝
の
飛
び
跳
ね
等
か
ら
手

を
守
る
ハ
ン
ド
ガ
ー
ド
や
キ
ッ
ク
バ
ッ

ク
が
起
き
た
際
に
作
動
す
る
チ
ェ
ー
ン

ブ
レ
ー
キ
、
後
ろ
ハ
ン
ド
ル
に
あ
る
ス

ロ
ッ
ト
ル
ロ
ッ
ク
レ
バ
ー
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
箇
所
、
機
能
を
し
っ
か
り
と

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

二

　チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
基
本
的
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
常
に

木
屑
や
オ
イ
ル
に
ま
み
れ
て
過
酷
な
使

い
方
を
さ
れ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
す

山
仕
事
の
道
具
③

ヤスリの太さ上刃目立て角   横刃目立て角

目立てアイテム

①
鍋
に
だ
し
汁
を
沸
か
し
、
し
め
じ
、

え
の
き
茸
及

び
し
い
た
け

を
加
え
る
。

②
火
が
通
っ

た
ら
、
塩
・

し
ょ
う
ゆ
で

味
を
と
と
の

え
て
、
長
ネ

ギ
を
加
え
、

ゆ
ず
を
少
し

入
れ
る
。

　
過
去
の
「
林
声
」
を
見
て
い
る
と
き

に
目
に
と
ま
っ
た
写
真
や
記
事
で
す
。

見
覚
え
の
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
っ
と
煮

て
、
ざ
る

に
あ
げ
、

煮
汁
と
具

に
分
け
て

お
く
。

②
も
ち
米

と
麦
を
ざ

る
に
上
げ
、

水
気
を
切

る
。
こ
れ
に
具
を
混
ぜ
蒸
し
器
で
三
○

分
ほ
ど
蒸
す
。

③
広
い
器
に
蒸
し
布
の
ま
ま
取
り
出
し

て
、
煮
汁
を
む
ら
な
く
か
け
て
、
ふ
ん

わ
り
と
混
ぜ
、
蒸
し
器
に
戻
し
十
五
分

ほ
ど
蒸
す
。

④
器
に
盛
り
つ
け
、
さ
や
い
ん
げ
ん
を

彩
り
よ
く
の
せ
る
。

　
山
の
秋
の
味
覚
と
い
え
ば
栗
と
キ
ノ

コ
類
。
今
回
は
「
食
欲
の
秋
」
を
十
分

に
満
た
し
て
く
れ
る
料
理
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

①
鍋
に
油
を
熱
し
、
鶏
肉
を
炒
め
、
A

を
加
え
て
さ
ら
に
炒
め
る
。
B
を
加
え

山
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
紹
介

今
回
の
料
理
は
「
真
庭
優
良
木

材
品
評
会
」
会
場
で
富
原
婦
人

林
研
ク
ラ
ブ
に
よ
り
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

山
菜
お
こ
わ

材料（４人分）
もち米　４合
洗って１昼夜水に浸しておく
麦　0.5合
30分ほど水に浸しておく
鶏肉　80ｇ
小さく切っておく
人参　80ｇ
小さめのいちょう切りにする
栗　300ｇ
渋皮をむき天日にあてる
さやいんげん　40ｇ
塩ゆでし、斜め細切り

油　大さじ１
ごぼう　80ｇ
小さくささがきにする
干ししいたけ　15ｇ
水でもどして、1.5㎝の
せん切りにする　　　　
油揚げ　１枚
1.5㎝のせん切りにする
水　　　　1/2カップ
みりん　　小さじ２
砂糖　　　大さじ１
しょうゆ　大さじ１
塩　　　　小さじ１

『
林
声
』
六
十
年

マツタケの環境発生
（久米南町マツタケ増殖試験地）（Ｓ42.10.1　№152 号　より）

ツリーラックによる間伐材の搬出
（Ｓ57.11.1　№246 号　より）

岡山県林業祭ミス“ミドリ”のパレード
（Ｓ39.5.1　№123 号　より）

Ａ

B

キ
ノ
コ
汁

材料（４人分）
しめじ　60ｇ
石づきをとり、そのままほぐす
えのき茸　30ｇ
石づきをとり、半分に切る
しいたけ　30ｇ
石づきをとり、小さく切る
豆腐　1/4ヶ
ちくわ　半分
縦半分にきり、扇形に切る
長ネギ　15ｇ
ゆず　少々
だし汁　800ml
塩、しょうゆ　少々

※
だ
し
汁
は
鍋
に
昆
布
10
㎝
角
１
枚
）と
水（
４
カ
ッ
プ
）を
注
ぎ
、

   

弱
火
で
加
熱
し
、煮
立
つ
前
に
昆
布
を
と
り
だ
す
。

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

（Ｓ57.9.1　№245 号　より）

（Ｓ57.7.1　№244 号　より）
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の
向
上
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
近
代
化

に
貢
献
し
、
組
合
員
の
経
営
改
善
に
努

め
る
ほ
か
、
木
材
組
合
の
発
展
と
県
産

材
需
要
拡
大
に
寄
与
し
た
。

○
藤
原

　繁
（
鏡
野
町
）

①
作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
代
表
理
事

組
合
長

②
高
性
能
林
業
機
械
を
先
駆
け
て
導
入

し
、
県
内
森
林
組
合
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
間
伐
材
生
産
を
継
続
し
て
い
る
。

ま
た
、
苫
田
郡
四
組
合
の
合
併
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
台
風
被
害
の
早
期
復

旧
に
手
腕
を
発
揮
す
る
な
ど
、
地
域
林

業
振
興
に
寄
与
し
た
。

○
大
森
一
生
（
高
梁
市
）

①
高
梁
地
区
木
材
組
合
組
合
長

②
組
合
員
の
技
術
力
の
向
上
、
経
営
基

盤
の
強
化
と
近
代
化
に
貢
献
し
、
組
合

員
の
経
営
改
善
に
努
め
る
ほ
か
、
木
材

組
合
の
発
展
と
県
産
材
需
要
拡
大
に
寄

与
し
た
。

（
林
政
課

　普
及
指
導
班
）

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
公
開
し
ま
し
た
。

　林
声
同
様
、
協
会
の
活
動
状
況
報

告
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
発
信
の
場
と
し
て

活
用
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
か
ら
の

情
報
提
供
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

http://okayam
a-ringyou-fukyu.net/

　長
年
、
林
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
（
文
中
、

団
体
指
導
者
は
、
①
主
な
役
職
、
②
功

績
を
記
し
て
い
ま
す
。
敬
称
略
）

第
四
十
四
回

　岡
山
県
農
林
漁
業
功
労
者
表
彰

《
知
事
表
彰
【
林
業
部
門
】
》

○
福
原
達
夫
（
津
山
市
）

　岡
山
県
指
導
林
家
と
し
て
、
自
ら
の

林
業
経
営
の
成
果
や
森
林
施
業
技
術
を

普
及
・
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林

組
合
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
旧
勝

北
町
の
林
業
振
興
に
寄
与
し
た
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰
【
林
業
部
門
】》

○
杉

　修
次
（
新
見
市
）

　高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
、
先
進

的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
収
益
性

の
向
上
を
図
る
な
ど
、
森
林
施
業
の
合

理
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

県
産
材
の
利
用
拡
大
や
未
利
用
間
伐
材

等
の
利
用
推
進
に
寄
与
し
た
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰
【
団
体
指
導
者
部
門
】》

○
山
根
章
太
郎
（
岡
山
市
）

①
岡
山
県
木
材
仲
買
協
同
組
合
理
事

長
、
邑
久
上
道
木
材
同
業
組
合
組
合
長

②
長
年
に
わ
た
っ
て
組
合
員
の
技
術
力

　前
頁
の
よ
う
に
、
マ
ツ
タ
ケ
が
環
に

な
っ
て
発
生
し
て
い
る
現
場
が
た
く
さ

ん
増
え
る
と
い
い
な
あ
、
と
思
い
掲
載

し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
と
比
べ
最

近
の
発
生
量
は
十
分
の
一
以
下
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
松
林
が

少
な
く
な
り
、
人
の
手
入
れ
も
入
ら
な

く
な
っ
た
状
態
で
は
仕
方
が
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
今
年
十

月
の
出
荷
量
は
去
年
同
月
と
比
べ
ほ
ぼ

同
量
以
上
と
か
。
（
岡
山
市
場
市
況
）

若
干
で
も
「
上
回
っ
て
い
る
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
気
持
ち
が
明
る
く
な
り
ま

す
ね
。

　ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
「
労

働
安
全
こ
と
わ
ざ
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

が
あ
っ
た
の
で
紐
と
い
て
み
ま
し
た
。

「
怪
我
と
弁
当
は
自
分
持
ち
」
。
解
説

す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
怪
我
を

し
て
痛
い
思
い
を
す
る
の
は
自
分
な
の

だ
か
ら
安
全
に
気
を
つ
け
る
の
は
他
人

で
は
な
く
自
分
で
す
よ
、
お
な
か
が
す

い
た
ら
何
と
か
す
る
の
も
自
分
で
す

よ
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
山
の
作
業
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
の
装

備
・
器
具
を
積
極
的
に
活
用
し
、
ベ
テ

ラ
ン
の
方
も
、
初
心
者
の
方
も
事
故
の

な
い
よ
う
十
分
に
気
を
つ
け
て
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

平
成
二
十
三
年
度

表
彰
行
事
受
賞
者
の
紹
介

森林林業関係イベント参加者募集中
実施年月日 開　催　場　所 イベントの名称 問い合わせ・申し込み先

講
習
会
等
の
開
催
（
十
一
〜
一
月)

●
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
講
習

　岡
山

　十
一
月
二
十
四
・
二
十
五
日

●
玉
掛
け
講
習
（
未
経
験
者
）

　岡
山

　十
一
月
十
・
十
一
日

　
　
　
　十
二
月
一
・
二
日

　
　
　
　一
月
十
二
・
十
三
日

●
玉
掛
け
講
習
（
補
助
業
務
経
験
者
）

　岡
山

　十
一
月
二
十
一
・
二
十
二
日

◇
問
合
せ
先

（
社
）
岡
山
県
労
働
基
準
協
会

（
〇
八
六
）
二
二
五―

三
五
七
一

●
木
材
加
工
用
機
械
作
業
主
任
者
（
技

能
講
習
）

　津
山

　十
一
月
二
十
八
・
二
十
九
日

◇
問
合
せ
先

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協

会

　岡
山
県
支
部

（
〇
八
六
）
二
二
一―

二
一
六
〇

●
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験

　
　十
一
月
八
日
・
一
月
十
六
日

◇
問
合
せ
先

中
国
四
国
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

（
〇
八
四
）
九
五
四―

四
六
六
一

●
は
い
作
業
主
任
者
講
習

　倉
敷

　一
月
十
二
・
十
三
日

◇
問
合
せ
先

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協

会

　岡
山
県
支
部

（
〇
八
六
）
二
三
四―

一
三
三
二

森林研究所木材加工研究室
TEL 0867-44-3367

真庭地区木材組合
TEL 0867-44-4400

備中県民局新見地域森林課
TEL 0867-72-9169

欅の杜塾　塾長　田村駿逸
TEL 0866-62-8614

NPO法人ふれあいの里・高梁
TEL 0862-22-1000
（財）水島地域環境再生財団
TEL 086-440-0121

井原市森林組合
TEL 0866-72-0161

龍ノ口グリーンシャワーの森を守る会
事務局　TEL 086-275-5073

欅の杜塾　塾長　田村駿逸
TEL 0866-62-8614

井原市森林組合
TEL 0866-72-0161

木材学習講座
（研究紹介、木工体験）

勝山もみじ祭
（木工教室）

第２回保育のつどい
（間伐）

欅の杜塾・第 139 回杜の市
（特産品の販売など）

「みんなでつくろう！高梁川流域の
エコ指標」（小学生親子を対象とした
里山林での森林教室）

第２回保育のつどい
（枝打ち）

第２回保育のつどい
（つる切り）

欅の杜塾・第 140 回杜の市
（特産品の販売など）

第３回保育のつどい
（間伐）

森林研究所木材加工研究室
（真庭市勝山）

勝山文化センター
（真庭市勝山）　

おかやま共生の森・哲多
（新見市哲多町田淵地内）

欅の杜
（井原市門田町地内）

高梁美しい森
（高梁市松山地内）

おかやま共生の森・井原
（井原市西江原町地内）

龍ノ口グリーンシャワーの森
（岡山市中区祇園地内）

欅の杜
（井原市門田町地内）

おかやま共生の森・井原
（井原市西江原町地内）

11. 3（木）
13：00～15：30

11. 6（日）

11.19（土）

11.20（日）
9：00～12：30

11.23（水）
9：00～12：00

11.26（土）
10：00～12：00

12. 3（土）

12.18（日）
9：00～12：30

1 .28（土）

1ヶ月あたり
約350円

1ヶ月あたり
約620円

森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で20億円以上の保険金が支
払われました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円
一括払いだと２１，２２５円（５年間計）       　　　一括払いだと３７，３７５円（５年間計）

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

ご契約のモデルケース（１haあたり）

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

－８－－９－
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の
向
上
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
近
代
化

に
貢
献
し
、
組
合
員
の
経
営
改
善
に
努

め
る
ほ
か
、
木
材
組
合
の
発
展
と
県
産

材
需
要
拡
大
に
寄
与
し
た
。

○
藤
原

　繁
（
鏡
野
町
）

①
作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
代
表
理
事

組
合
長

②
高
性
能
林
業
機
械
を
先
駆
け
て
導
入

し
、
県
内
森
林
組
合
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
間
伐
材
生
産
を
継
続
し
て
い
る
。

ま
た
、
苫
田
郡
四
組
合
の
合
併
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
台
風
被
害
の
早
期
復

旧
に
手
腕
を
発
揮
す
る
な
ど
、
地
域
林

業
振
興
に
寄
与
し
た
。

○
大
森
一
生
（
高
梁
市
）

①
高
梁
地
区
木
材
組
合
組
合
長

②
組
合
員
の
技
術
力
の
向
上
、
経
営
基

盤
の
強
化
と
近
代
化
に
貢
献
し
、
組
合

員
の
経
営
改
善
に
努
め
る
ほ
か
、
木
材

組
合
の
発
展
と
県
産
材
需
要
拡
大
に
寄

与
し
た
。

（
林
政
課

　普
及
指
導
班
）

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
公
開
し
ま
し
た
。

　林
声
同
様
、
協
会
の
活
動
状
況
報

告
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
発
信
の
場
と
し
て

活
用
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
か
ら
の

情
報
提
供
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

http://okayam
a-ringyou-fukyu.net/

　長
年
、
林
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
（
文
中
、

団
体
指
導
者
は
、
①
主
な
役
職
、
②
功

績
を
記
し
て
い
ま
す
。
敬
称
略
）

第
四
十
四
回

　岡
山
県
農
林
漁
業
功
労
者
表
彰

《
知
事
表
彰
【
林
業
部
門
】
》

○
福
原
達
夫
（
津
山
市
）

　岡
山
県
指
導
林
家
と
し
て
、
自
ら
の

林
業
経
営
の
成
果
や
森
林
施
業
技
術
を

普
及
・
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林

組
合
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
旧
勝

北
町
の
林
業
振
興
に
寄
与
し
た
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰
【
林
業
部
門
】》

○
杉

　修
次
（
新
見
市
）

　高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
、
先
進

的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
収
益
性

の
向
上
を
図
る
な
ど
、
森
林
施
業
の
合

理
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

県
産
材
の
利
用
拡
大
や
未
利
用
間
伐
材

等
の
利
用
推
進
に
寄
与
し
た
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰
【
団
体
指
導
者
部
門
】》

○
山
根
章
太
郎
（
岡
山
市
）

①
岡
山
県
木
材
仲
買
協
同
組
合
理
事

長
、
邑
久
上
道
木
材
同
業
組
合
組
合
長

②
長
年
に
わ
た
っ
て
組
合
員
の
技
術
力

　前
頁
の
よ
う
に
、
マ
ツ
タ
ケ
が
環
に

な
っ
て
発
生
し
て
い
る
現
場
が
た
く
さ

ん
増
え
る
と
い
い
な
あ
、
と
思
い
掲
載

し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
と
比
べ
最

近
の
発
生
量
は
十
分
の
一
以
下
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
松
林
が

少
な
く
な
り
、
人
の
手
入
れ
も
入
ら
な

く
な
っ
た
状
態
で
は
仕
方
が
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
今
年
十

月
の
出
荷
量
は
去
年
同
月
と
比
べ
ほ
ぼ

同
量
以
上
と
か
。
（
岡
山
市
場
市
況
）

若
干
で
も
「
上
回
っ
て
い
る
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
気
持
ち
が
明
る
く
な
り
ま

す
ね
。

　ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
「
労

働
安
全
こ
と
わ
ざ
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

が
あ
っ
た
の
で
紐
と
い
て
み
ま
し
た
。

「
怪
我
と
弁
当
は
自
分
持
ち
」
。
解
説

す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
怪
我
を

し
て
痛
い
思
い
を
す
る
の
は
自
分
な
の

だ
か
ら
安
全
に
気
を
つ
け
る
の
は
他
人

で
は
な
く
自
分
で
す
よ
、
お
な
か
が
す

い
た
ら
何
と
か
す
る
の
も
自
分
で
す

よ
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
山
の
作
業
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
の
装

備
・
器
具
を
積
極
的
に
活
用
し
、
ベ
テ

ラ
ン
の
方
も
、
初
心
者
の
方
も
事
故
の

な
い
よ
う
十
分
に
気
を
つ
け
て
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

平
成
二
十
三
年
度

表
彰
行
事
受
賞
者
の
紹
介

森林林業関係イベント参加者募集中
実施年月日 開　催　場　所 イベントの名称 問い合わせ・申し込み先

講
習
会
等
の
開
催
（
十
一
〜
一
月)

●
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
講
習

　岡
山

　十
一
月
二
十
四
・
二
十
五
日

●
玉
掛
け
講
習
（
未
経
験
者
）

　岡
山

　十
一
月
十
・
十
一
日

　
　
　
　十
二
月
一
・
二
日

　
　
　
　一
月
十
二
・
十
三
日

●
玉
掛
け
講
習
（
補
助
業
務
経
験
者
）

　岡
山

　十
一
月
二
十
一
・
二
十
二
日

◇
問
合
せ
先

（
社
）
岡
山
県
労
働
基
準
協
会

（
〇
八
六
）
二
二
五―

三
五
七
一

●
木
材
加
工
用
機
械
作
業
主
任
者
（
技

能
講
習
）

　津
山

　十
一
月
二
十
八
・
二
十
九
日

◇
問
合
せ
先

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協

会

　岡
山
県
支
部

（
〇
八
六
）
二
二
一―

二
一
六
〇

●
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験

　
　十
一
月
八
日
・
一
月
十
六
日

◇
問
合
せ
先

中
国
四
国
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

（
〇
八
四
）
九
五
四―

四
六
六
一

●
は
い
作
業
主
任
者
講
習

　倉
敷

　一
月
十
二
・
十
三
日

◇
問
合
せ
先

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協

会

　岡
山
県
支
部

（
〇
八
六
）
二
三
四―

一
三
三
二

森林研究所木材加工研究室
TEL 0867-44-3367

真庭地区木材組合
TEL 0867-44-4400

備中県民局新見地域森林課
TEL 0867-72-9169

欅の杜塾　塾長　田村駿逸
TEL 0866-62-8614

NPO法人ふれあいの里・高梁
TEL 0862-22-1000
（財）水島地域環境再生財団
TEL 086-440-0121

井原市森林組合
TEL 0866-72-0161

龍ノ口グリーンシャワーの森を守る会
事務局　TEL 086-275-5073

欅の杜塾　塾長　田村駿逸
TEL 0866-62-8614

井原市森林組合
TEL 0866-72-0161

木材学習講座
（研究紹介、木工体験）

勝山もみじ祭
（木工教室）

第２回保育のつどい
（間伐）

欅の杜塾・第 139 回杜の市
（特産品の販売など）

「みんなでつくろう！高梁川流域の
エコ指標」（小学生親子を対象とした
里山林での森林教室）

第２回保育のつどい
（枝打ち）

第２回保育のつどい
（つる切り）

欅の杜塾・第 140 回杜の市
（特産品の販売など）

第３回保育のつどい
（間伐）

森林研究所木材加工研究室
（真庭市勝山）

勝山文化センター
（真庭市勝山）　

おかやま共生の森・哲多
（新見市哲多町田淵地内）

欅の杜
（井原市門田町地内）

高梁美しい森
（高梁市松山地内）

おかやま共生の森・井原
（井原市西江原町地内）

龍ノ口グリーンシャワーの森
（岡山市中区祇園地内）

欅の杜
（井原市門田町地内）

おかやま共生の森・井原
（井原市西江原町地内）

11. 3（木）
13：00～15：30

11. 6（日）

11.19（土）

11.20（日）
9：00～12：30

11.23（水）
9：00～12：00

11.26（土）
10：00～12：00

12. 3（土）

12.18（日）
9：00～12：30

1 .28（土）

1ヶ月あたり
約350円

1ヶ月あたり
約620円

森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で20億円以上の保険金が支
払われました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円
一括払いだと２１，２２５円（５年間計）       　　　一括払いだと３７，３７５円（５年間計）

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

ご契約のモデルケース（１haあたり）

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

－８－－９－
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林  産  物  市  況

－10－－11－

樹　　　種

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ
ホワイトウッド

寸　　　　　　　　法

正角３ｍ　10.5cm角

正角３ｍ　12cm角

正角３ｍ　10.5cm角
正角３ｍ　12cm角

平角４ｍ　10.5 ～12cm×15～18cm

正角３ｍ、４ｍ　10.5cm角
平角３ｍ、４ｍ　10.5×15～21cm
タルキ４ｍ　3.8cm角
間柱３ｍ　2.7cm×10.5cm

等級
特等
特等
特等
特等
特等
特等

一等

特等
特等
特等
特等

区分
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

　安値～高値
30,000
50,000～55,000
30,000
50,000～55,000
67,000～70,000
60,000
35,000～40,000
60,000～65,000
45,000～49,000
45,000～50,000
60,000～70,000
48,000～50,000

製　材（10月中旬）

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

樹種

杉

桧

松

長さ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ
４ｍ

径　級
８～13
14～16
18～20
22～24
８～13
18～22
24～28
18～20
８～13
14細
14～16
18～20
22～24
26cm上
８～11
12～13
14cm
16～18
20～22
24～28
30cm上
14cm
16cm
18～20
22cm上
18～24
24～30

直　　材
本240
11
13
10.5
本250
10.5
10.5
18

本260
15
27
24.5
18.5
18.5
本460
本650
24
31
22
19
19
15
28
28
18
8
10

－
△
△
－
－
－
－
－
－
－
△
△
－
－
△
－
－
△
△
－
－
－
－
－
－
－
－

小 曲 り
本140
7.5
7.5
8.5

本220
9
9
6

本140
9
23
23
14
14

本220
本400
13
25
16
17
17
10
23
23
18
5
5

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
△
△
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

概　　　況
出荷材積

約1,400m３

　杉
中目材　弱気配
柱　材　弱気配
小径木　弱気配

　桧
中目材　強気配
柱　材　強気配
小径木　横ばい

　
　記号
   △　強気配
   －　横ばい
   ▼　弱気配

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

単位：千円／m３木　材（10月７日）

【
編
集
後
記
】

●
十
月
中
旬
に
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
日

本
木
材
加
工
技
術
協
会
　
第
二
十
九
回
年
次

大
会
」
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

●
こ
の
大
会
で
は
全
国
か
ら
木
材
の
加
工
や

利
用
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
国
・
県

の
試
験
研
究
機
関
、
大
学
、
民
間
企
業
の
研

究
者
の
方
々
が
集
ま
り
日
頃
の
研
究
に
つ
い

て
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

●
需
要
が
な
け
れ
ば
供
給
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
「
木
づ
か
い
」
を
始
め

ま
し
ょ
う
。（
Ａ
）

◆
子
供
の
宿
題
「
秋
み
つ
け
」
家
の
周
り
の

ど
ん
ぐ
り
は
ま
だ
青
々
と
し
て
い
ま
す
。
そ

う
か
と
思
え
ば
、
夏
休
み
の
宿
題
「
あ
さ
が

お
か
ん
さ
つ
」
は
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。
十

月
ま
で
咲
き
続
け
る
朝
顔
に
温
暖
化
を
身
近

に
感
じ
ま
し
た
。

◆
林
声
六
十
年
で
マ
ツ
タ
ケ
の
話
題
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
昭
和
の
頃
と
比
べ
る
と
、
少

な
く
な
っ
た
と
は
言
え
、
秋
の
味
覚
の
代
表

と
し
て
店
頭
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
。「
マ
ツ
タ

ケ
っ
て
お
い
し
い
の
？
」
と
子
供
に
問
わ
れ
、

答
え
に
詰
ま
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃…

（
Ｎ
）

　林声７月号（第 418 号）で

乾しいたけの次回入札会が「Ｈ

23.19.28」となっていますが、「Ｈ

23.10.28」の誤りです。お詫び

して訂正いたします。

乾しいたけ（10月28日）
・出品数量　　　　    4.9ｔ
・価格高値　　　　6,390円
・総 平 均　　　　3,230円

品　柄

香 信 大
香 信 中
香 信 小
小 間
香 信 山 成
バ レ 大
バ レ 中
ス ラ イ ス
花 ど ん こ
上 ど ん こ
並 ど ん こ
並並どんこ
小玉どんこ
山成どんこ
こ う こ

価　　　格
平　均
4,340
3,710
2,540
840
2,930
3,170
2,550
3,340
－
－

3,360
2,570
960
3,130
4,870

高　値
5,690
5,490
4,740
1,010
4,540
3,170
2,550
3,340
－
－

5,290
5,090
1,430
3,760
6,390

相場

○
○
○
□
○
○
○
◎
－
－
○
□
△
○
○

価格：円／kg
（相場）
強：◎　保合：○　弱保合：□　弱：△
資料：岡山県森連椎茸共販所市況速報

販売元：日植アグリ株式会社
            TEL.086－292－5525

大同商事㈱大阪営業所
TEL：06－6231－2819

安全・人と自然・調和
造林木を野生動物の食害から守る

バークガード 防獣ネット

〒703-8266  岡山市中区湊 125 番地２
TEL.086-277-7770  FAX.086-277-6003

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助

治山・林道の調査、測量、設計、積算

森林整備の総合計画

（社）岡山県治山林道協会
岡山市中区高屋225－1　TEL 086－271－3711
津山市二宮1849－2　 　TEL 0868－28－9360

『もしもの為に備えましょう』森林国営保険　岡山県森林組合連合会
　異常気象で気象災の発生が心配されます。
　大切な森林を守る、森林国営保険への加入を
お勧めします。
間伐加入（３年30％）ヒノキ  0.1ha  30～50年生
保 険 料      750円～   1,050円
保険金額 90,000円～135,000円（全損の場合）

Ｈ16台風被害　約6千件　約27億円
Ｈ20火災水害　　　3件　　32万円
Ｈ21干害ほか　　130件　2245万円
Ｈ22水害ほか  　　85件　1959万円

〈 岡山県の保険金支払い実績 〉 
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林  産  物  市  況

－10－－11－

樹　　　種

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ
ホワイトウッド

寸　　　　　　　　法

正角３ｍ　10.5cm角

正角３ｍ　12cm角

正角３ｍ　10.5cm角
正角３ｍ　12cm角

平角４ｍ　10.5 ～12cm×15～18cm

正角３ｍ、４ｍ　10.5cm角
平角３ｍ、４ｍ　10.5×15～21cm
タルキ４ｍ　3.8cm角
間柱３ｍ　2.7cm×10.5cm

等級
特等
特等
特等
特等
特等
特等

一等

特等
特等
特等
特等

区分
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

　安値～高値
30,000
50,000～55,000
30,000
50,000～55,000
67,000～70,000
60,000
35,000～40,000
60,000～65,000
45,000～49,000
45,000～50,000
60,000～70,000
48,000～50,000

製　材（10月中旬）

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

樹種

杉

桧

松

長さ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ
４ｍ

径　級
８～13
14～16
18～20
22～24
８～13
18～22
24～28
18～20
８～13
14細
14～16
18～20
22～24
26cm上
８～11
12～13
14cm
16～18
20～22
24～28
30cm上
14cm
16cm
18～20
22cm上
18～24
24～30

直　　材
本240
11
13
10.5
本250
10.5
10.5
18

本260
15
27
24.5
18.5
18.5
本460
本650
24
31
22
19
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15
28
28
18
8
10

－
△
△
－
－
－
－
－
－
－
△
△
－
－
△
－
－
△
△
－
－
－
－
－
－
－
－

小 曲 り
本140
7.5
7.5
8.5

本220
9
9
6

本140
9
23
23
14
14

本220
本400
13
25
16
17
17
10
23
23
18
5
5

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
△
△
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

概　　　況
出荷材積

約1,400m３

　杉
中目材　弱気配
柱　材　弱気配
小径木　弱気配

　桧
中目材　強気配
柱　材　強気配
小径木　横ばい

　
　記号
   △　強気配
   －　横ばい
   ▼　弱気配

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

単位：千円／m３木　材（10月７日）

【
編
集
後
記
】

●
十
月
中
旬
に
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
日

本
木
材
加
工
技
術
協
会
　
第
二
十
九
回
年
次

大
会
」
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

●
こ
の
大
会
で
は
全
国
か
ら
木
材
の
加
工
や

利
用
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
国
・
県

の
試
験
研
究
機
関
、
大
学
、
民
間
企
業
の
研

究
者
の
方
々
が
集
ま
り
日
頃
の
研
究
に
つ
い

て
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

●
需
要
が
な
け
れ
ば
供
給
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
「
木
づ
か
い
」
を
始
め

ま
し
ょ
う
。（
Ａ
）

◆
子
供
の
宿
題
「
秋
み
つ
け
」
家
の
周
り
の

ど
ん
ぐ
り
は
ま
だ
青
々
と
し
て
い
ま
す
。
そ

う
か
と
思
え
ば
、
夏
休
み
の
宿
題
「
あ
さ
が

お
か
ん
さ
つ
」
は
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。
十

月
ま
で
咲
き
続
け
る
朝
顔
に
温
暖
化
を
身
近

に
感
じ
ま
し
た
。

◆
林
声
六
十
年
で
マ
ツ
タ
ケ
の
話
題
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
昭
和
の
頃
と
比
べ
る
と
、
少

な
く
な
っ
た
と
は
言
え
、
秋
の
味
覚
の
代
表

と
し
て
店
頭
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
。「
マ
ツ
タ

ケ
っ
て
お
い
し
い
の
？
」
と
子
供
に
問
わ
れ
、

答
え
に
詰
ま
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃…

（
Ｎ
）

　林声７月号（第 418 号）で

乾しいたけの次回入札会が「Ｈ

23.19.28」となっていますが、「Ｈ

23.10.28」の誤りです。お詫び

して訂正いたします。

乾しいたけ（10月28日）
・出品数量　　　　    4.9ｔ
・価格高値　　　　6,390円
・総 平 均　　　　3,230円

品　柄

香 信 大
香 信 中
香 信 小
小 間
香 信 山 成
バ レ 大
バ レ 中
ス ラ イ ス
花 ど ん こ
上 ど ん こ
並 ど ん こ
並並どんこ
小玉どんこ
山成どんこ
こ う こ

価　　　格
平　均
4,340
3,710
2,540
840
2,930
3,170
2,550
3,340
－
－

3,360
2,570
960
3,130
4,870

高　値
5,690
5,490
4,740
1,010
4,540
3,170
2,550
3,340
－
－

5,290
5,090
1,430
3,760
6,390

相場

○
○
○
□
○
○
○
◎
－
－
○
□
△
○
○

価格：円／kg
（相場）
強：◎　保合：○　弱保合：□　弱：△
資料：岡山県森連椎茸共販所市況速報

販売元：日植アグリ株式会社
            TEL.086－292－5525

大同商事㈱大阪営業所
TEL：06－6231－2819

安全・人と自然・調和
造林木を野生動物の食害から守る

バークガード 防獣ネット

〒703-8266  岡山市中区湊 125 番地２
TEL.086-277-7770  FAX.086-277-6003

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助

治山・林道の調査、測量、設計、積算

森林整備の総合計画

（社）岡山県治山林道協会
岡山市中区高屋225－1　TEL 086－271－3711
津山市二宮1849－2　 　TEL 0868－28－9360

『もしもの為に備えましょう』森林国営保険　岡山県森林組合連合会
　異常気象で気象災の発生が心配されます。
　大切な森林を守る、森林国営保険への加入を
お勧めします。
間伐加入（３年30％）ヒノキ  0.1ha  30～50年生
保 険 料      750円～   1,050円
保険金額 90,000円～135,000円（全損の場合）

Ｈ16台風被害　約6千件　約27億円
Ｈ20火災水害　　　3件　　32万円
Ｈ21干害ほか　　130件　2245万円
Ｈ22水害ほか  　　85件　1959万円

〈 岡山県の保険金支払い実績 〉 
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　臥牛山は、高梁市街地の北側に位置し、あた
かも牛が臥しているように見えることからこの
名がつけられました。シラカシ・モミ・アベマ
キなどの大木が見られ、日本でも有数の植物・
昆虫・鳥類の宝庫です。一帯は臥牛山国有林
で、高梁川上流県立自然公園に指定されていま
す。

岡山県マスコットももっち
No.420.   2011.  11.  1

「臥牛山」（高梁市）の紹介
2011 国際森林年・日本のテーマは「森を歩く」です。
今回は中国自然歩道を歩いて自然と歴史を訪ねることができる山「臥牛山」を紹介します。
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森林の名称　臥牛山（がぎゅうざん）

ア ク セ ス　ＪＲ備中高梁駅から北へ約３㎞

標　　　高　約 480ｍ

　21 世紀に残したい日本の自然 100 選（1983 年）

　森の巨人たち 100 選「臥牛山のアベマキ」（2000 年）

　おかやまの自然百選（2002 年）

高梁川のほとりにそびえる臥牛山

　標高 430ｍに建つ備中松山城の天守は、国の
重要文化財で、現存天守を持つ山城としては最
も高い所にあります。
　この 10 月には、歴史と自然を巡る「臥牛山エ
コハイキング」が開催され、市内外からの参加
者たち約 40 名は、地元ＮＰＯ団体の案内で思い
思いに散策を楽しみました。

「臥牛山エコハイキング」で「森を歩く」

口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

（社）岡山県緑化推進協会
岡山市北区錦町１－８　TEL・FAX （086）221－9511

〒700-0907  岡山市北区下石井２丁目１番３号
　　　　　　岡山第一生命ビルディング７階
TEL（086）226-3295  FAX（086）231-6344
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この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。（間伐材 10%+ 古紙 70%）
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